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2023年12月：JaCVAM活動マンスリーレポート

　項 目 記 載 内 容

論文・総説

学会発表・セミナー発表

発表者名（口頭） 足利太可雄

雑誌名、巻（号）、ページ、
年

ImmunoTox Letter, 2023:28(2)(通巻56号), 14-18.

著者名 相場節也*1，足利太可雄

他機関所属の著者がいる場合
には所属機関名を記載する

*1 東北大学医学部名誉教授

論文題名 世界初！日本における OECD 免疫毒性テストガイドラインの開発について

学会名, 発表年月及び場所

学会名, 発表年月及び場所 第36回日本酸化ストレス学会関東支部会 (2023.12.3, 川崎)

発表者名（口頭） 小島肇

第9回日本医療研究開発機構レギュラトリーサイエンス公開シンポジウム

(2023.12.6, 東京)

演題名

演題名 動物実験代替法の開発と酸化ストレス

動物実験代替法からNew Approach Methodologies（NAM）への変遷,


	日

